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日
本
各
地
の
都
市
・
住
宅
地
・
農

村
の
人
家
周
辺
で
み
ら
れ
、牛
久
で
は

留
鳥(

渡
り
を
せ
ず
1
年
じ
ゅ
う
み
ら

れ
る
鳥)

で
す
。
冬
は
群
れ
で
行
動
し
、

昼
間
は
郊
外
の
農

耕
地
周
辺
で
生

活
し
、
夜
に
な
る

と
草
藪
や
茂
み
に

集
団
で
ね
ぐ
ら
を

形
成
し
た
り
、
数

羽
ず
つ
の
小
群
で

人
家
の
軒
下
な
ど

を
ね
ぐ
ら
と
し
て
い
ま
す
。

　
寒
い
冬
を
乗
り
切
る
た
め
、
秋
か

ら
冬
の
時
期
は
、
脂
肪
を
蓄
え
て
体

が
一
回
り
大
き
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、

寒
い
と
き
に
は
、
羽
毛
を
膨
ら
ま
せ

て
空
気
の
層
を
作
る
こ
と
で
、
天
然

の
ダ
ウ
ン
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
の
よ
う
に
寒

さ
か
ら
身
を
守
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

丸
々
と
膨
ら
ん
だ
姿
は
、
古
く
か
ら

「
ふ
く
ら
す
ず
め(

福
来
雀)

」と
呼
ば

れ
、
豊
さ
や
豊
作
を
願
う
人
々
か
ら

縁
起
物
と
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

スズメ（雀）
スズメ目スズメ科

しぜんしぜん
大好大好きき
～牛久の生物～
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本
州
～
九
州
の
雑
木
林
に
生
育
す

る
落
葉
高
木（
写
真
①
）。
県
内
に
広

く
分
布
す
る
が
、
市
内
で
は
少
な
く

牛
久
城
址
、
ひ
た
ち
野
み
ず
べ
公
園
、

牛
久
自
然
観
察
の
森
、
牛
久
シ
ャ

ト
ー
等
で
見
ら
れ
ま
す
。
カ
バ
ノ
キ

科
に
属
し
、
仲
間
に
ク
マ
シ
デ
、
ア

カ
シ
デ
が
あ
り
ま
す
。
葉
は
先
が
と

が
り
、
縁
に
は
鋭
い
細
や
か
な
鋸
歯

が
並
び
ま
す
。
花
は
尾
の
よ
う
に（
尾

状
花
序
）、
実み

は
穂（
果
穂
）と
な
っ
て

垂
れ
下
が
り
ま
す（
４
～
８
㎝
、
写
真

②
）。
樹
皮
は
生
長
に
つ
れ
て
縦
に

浅
い
裂
け
目
と
白
い
筋
が
入
り
ま
す
。

和
名
は
、
果
穂
の
姿
を
注し

め
な
わ

連
縄
や
玉

串
に
垂
れ
下
げ
る
紙（
四
手
＝
シ
デ
）

に
見
立
て
た
こ
と
に
由
来
し
ま
す
。

秋
、
そ
よ
風
に
ざ
わ
め
く
果
穂
の
下

に
た
た
ず
む
と
、
お
祓
い
を
受
け
た

よ
う
な
す
が
す
が
し
さ
を
感
じ
ま
す
。

※
本
書
43
ペ
ー
ジ
に
掲
載
。

【
資
料
提
供
】Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
う
し
く 

里
山
の
会（
文
章：
羽
賀
正
雄
、写
真
：

渡
辺
泰
）

『牛久市版レッドデータブック追補版（令和2年3月
発刊）』に掲載している植物を「牛久の希少植物」と
して紹介していきます。

『
牛
久
市
版
レ
ッ
ド
デ
ー
タ
ブ
ッ
ク 

追
補
版 

牛
久
に
お
け
る
絶
滅
の
お
そ
れ 

の
あ
る
野
生
生
物
』販
売
中
※
お
求
め

は
都
市
計
画
課
ま
で（
１
３
５
０
円
）

牛久の
希少植物

イヌシデ
カバノキ科

第21回

イヌシデ（犬四手） ①樹冠（平成24年9月14日
撮影）②同果苞と果実（平成23年5月25日撮影）

1
2

市民の健康増進のため
（株）富士薬品と包括連携協定を締結

　12月14日、市民の健康づくりの推進と地域の活
性化を目的に牛久市は（株）富士薬品と包括連携協定
を締結しました。今後は同社の地域に根ざしたサー
ビスを生かし、セルフメディケーションの強化や高
齢者等の見守り、災害時の支援、市イベントへの協
力などで連携していきます。また、同日に行われた
締結式で根本市長は「市民の健康の維持・増進に寄与
するために同社と協力していきたい」と話しました。

いくつになっても活躍できる社会のために
シルバー人材センターより要望書提出

　12月26日、公益社団法人牛久市シルバー人材セ
ンターより牛久市へ、高齢者の社会参加を促進する
ため、支援の要望が提出されました。内容は、事業
推進のために必要な補助金等の確保を要望するもの
で、清水理事長は、「これまで市からセンターに対し
てさまざまな支援をいただき感謝している。引き続
きよろしくお願いします」と話しました。
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感謝の思いと誓いを胸に  晴れやかな門出　令和5年牛久市二十歳のつどい

１

１

2

2

１ 午前の部、実行委員の皆さん 
２ 午後の部、実行委員の皆さん
３ 式典での様子
4 �晴れやかに着飾った新成人が、 久しぶりの再会を
喜び合う姿が見られました

１ 消防車両観閲の様子 
２ 第1部の表彰式典
３ �消防団員の点呼
４ 消防車両によるパレード
５ 憧れのはしご車の上で敬礼

　1月8日、中央生涯学習センターで「二十歳のつどい」が行
われ、節目を祝う式典に華やかな晴れ着やスーツ姿の若者
たちが参加しました。昨年4月に成人年齢が18歳に引き下
げられましたが、牛久市ではこれまで通り式典の対象年齢
を20歳とし、行事の名称を「成人式」から「二十歳のつどい」
に変更して開催。当日は旧友との再会を喜んだり、思い出
話に花を咲かせたりする様子が見られました。
　式典は午前と午後の2回に分け実施。実行委員長の村山
伍大さん（午前の部）は、「感染症の影響で制限が多い中、人
との関わりは素晴らしいことであり、不可欠であることを
再認識した。学んだことを活かし社会に貢献したい」と話
し、また松本真奈さん（午後の部）は、「生活様式の変化、不
況が続くなどとても厳しい環境にあるが、社会に対して柔
軟に対応すると共に、持ち味を生かして貢献してい
きたい」とそれぞれ誓いの言葉を述べました。

4
3

43

気持ちを新たに まちを守ります　令和5年牛久市消防出初式
　1月7日、中央生涯学習センターで「牛久市消防出初式」が
行われました。第1部では永年勤続団員の功労者表彰など
を行い、根本市長が「コロナ禍での消防活動は困難も多く
あったと思います。団員の皆さまにはたいへん感謝してい
ます。今後も健康に留意し、活動にご尽力をお願いします」
と話し、団員を激励しました。
　第2部で車両の点検などを行ったあと、消防車両34台が
市内をパレードしました。3年ぶりの開催とあって、冬晴
れの中、大勢の観客がパレードを見学。子どもたちが牛久
市消防団員と牛久消防署員の頼もしい姿に手を振り「かっ
こいい、がんばれー」と声援を送っていました。
　会場内には、はしご車のほか、人命救助や消火活動に使
用するバイクなどが展示され、訪れた人たちが乗車体験を
しました。

5
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